　　　　　『クモ基本60』改訂版　コメント　異見をそのまま記しています
13ページ　　クロガケジグモ
　　ウシオグモ科に所属という見解は誤り。近い将来ガケジグモ科に戻ると判断している
（新海栄一）
21ページ　　アケボノユウレイグモ
　　属はSpermophoraとする。Belisana属とするのは細分しすぎである（新海栄一）
39ページ　　フタホシテオノグモ
　　備考の「ワシグモ科は最新のゲノム分析ではハエトリグモ科と近縁とされる」という
見解は早計と判断している（新海栄一）。〔備考は素稿にあった記述で，本稿には無い（池田）〕
46ページ　　ヒメグモ
　　学名を『日本のクモ』改訂版ではNihonhimea mundula (L. Koch 1872) とした。
　　本種はオーストラリア北部から東南アジアに分布するAchaearanea mundula と同種。
　　属名はYoshida（2016）の立てた新属に従った（新海栄一）。
100ページ　　ナゲナワグモ科
　　網の形態・造網行動などを重視しナゲナワグモ科を立てた（新海栄一）。
谷川はトリノフンダマシ亜科と扱っている（池田）。
139ページ　　　ヤマヤチグモ
　　形態および網型からヤチグモ科ではなくタナグモ科である。『日本のクモ』改訂版では
　　種名をヤマタナグモとした（新海栄一）。
以上　2017年3月記　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
